
10.30 保健体育科（仙波） 

授業の成果と課題 

１ 授業の実際 

⑴板書 

 

 

 

 

⑵生徒の学びの実際 

○自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

○相互評価 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果（○）と課題（●） 

○「FORM」を分析するためのチェックリストを生徒自身に作成させたことで，生徒が,技能習得のための

ポイントを意識して授業に取り組むことができた。 

○自分の設定したゴールへの達成状況や,達成するための練習方法について自己評価させたり，仲間の

課題や出来映えについて,生徒同士に相互評価させたりすることで，仲間との関わり合いの中で,生徒

一人一人が自己の変容に気付くきっかけとなり,主体的な活動につなげることができた。 

●生徒の主体的な活動につなげるためには，生徒自身のメタ認知力を更に高める工夫が必要である。 

●教師のファシリテート力が重要であり,学びを深める場面を設定したり,「切り返し発問」を工夫して

対話を活性化させたりする必要がある。その際の言葉選びも重要であり,「端的でわかりやすい表現」

を目標としたい。 


